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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、都市社会に発現する観光としての生産・消費など全般的な活動を具体的に解明す

るとともに、観光活動が都市社会構造全体のなかで、どのような位置を占めるか、京都を中心
とした都市をフィールドに設定して中世～近現代のそれぞれについて検討した。その結果、寺
社を中心とした空間と観光活動との関連について複数の時代にわたって解明した。また、訪問
者の遺した史料を多く発掘し、その観光活動の内容を明らかにするとともに、観光を受け入れ
側についても行政文書などの発掘・活用を行って解明を図った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This project explored in the Japanese history the activities of tourists who visited big cities 
(Kyoto and others), and them of people who received tourists in the cities.  It also 
investigated the depth and breadth of the activities in the social structure of those cities. 
We mainly revealed through this project (1) those activities in the areas around temples 
and shrines, (2) newly discovered documents of tourists that showed their activities, and (3) 
receiving people’s activities by official documents. 
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1．研究開始当初の背景 
 観光業振興への社会的期待の高まりや政
府の観光政策の活性化に対応し、観光を対象
とした研究が多様な学問領域で取り組まれ
ている。 
 日本史学分野においても近年、観光に関す
る歴史的分析が盛んになった。これら先行研

究は、現代から見て「観光」と把握し得る諸
活動や、その受け入れ状況、観光産業の様態
を具体的に明らかにすることに成功してい
る。だが従前の研究が観光業そのものに焦点
をあてるあまり、社会の他要素との関連性に
ついて、なお考察の余地が残されている。端
的にいえば、社会構造全体との影響関係を考
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慮しつつ「観光」事象を理解する視点が不十
分な到達点にあった。 
 
2．研究の目的 
 本研究は、都市社会に発現する観光として
の生産・消費など全般的な活動（以下「観光
活動」と記す）を具体的に解明することを通
じて、都市社会構造を復元していくことを目
的としている。その際、都市および観光都市
としての歴史をもっとも長く有する京都を
主なフィールドとして設定した。 
 京都が本格的に観光都市化していくのは、
政治・経済の中心が江戸にうつっていく、近
世期である。先行研究においては、こうした
首都の移動や京都の観光都市化について、政
治史や経済史とからめながら、寺社参詣の隆
盛にも目をむけつつ論じている。その一方、
京都が中世後期から「町」や「町組」といっ
た都市共同体を形成しつつあるなか、近世に
おいていっそう「町人」の自治がすすみ、西
陣織に代表される手工業産業が発展してい
ったことも明らかにされている。本研究にお
いては、社会構造の形成と観光化とがどのよ
うな関係にあるのか、時代の幅をひろくとり
ながら、各自の具体的テーマおよび先行研究
を追究・検討することによって、新たな都市
社会構造論を構築していくことをめざした。 
 
3．研究の方法 
 各メンバーがそれぞれの具体的な素材と
時代を設定し、観光と都市社会構造との関係
について検討を行った。これを踏まえたうえ
で、相互に比較することによって、京都の都
市社会構造と観光活動の歴史的展開につい
て検証を図った。同時に、分担者の作業協力
によって、他の都市の動向についても併せて
検討、京都の特殊性と一般性に関する考察を
深めるよう努めた。素材として、既存の刊行
史資料を用いたほか、史資料館に所蔵される
原文書についても収集・閲覧を図った。また、
フィールドワークおよび聞き取り調査も行
い、現代の観光および社会構造がはらむ問題
をもだいじな基点として考察をすすめた。 
 
4．研究成果 
 2010 年度は、今後の研究方針の確認と巡
見をおこなった。具体的には、(1)5月に最初
の研究会を開催し、研究全体の方向性を議論。
また、各自の担当について調整した。(2)9月
に合同で巡検を実施。実地調査の一環として
京都～伊勢神宮参道ルートに赴いた。(3)3月
に 2回目の研究会を開催、今年度の活動を総
括し、加えて来年度の活動について協議した。 
 個別の成果としては、代表者・三枝が「豊
臣秀吉の京都改造と『西京』」を執筆し、豊
臣秀吉による京都改造により、京都の都市社
会構造がどのように変容したかについて西

京地域を中心に検討した。その成果は、伊
藤・吉田編『シリーズ伝統都市 1 イデア』（東
京大学出版会）に掲載されている。また、分
担者の成果としては、伊川が「環シナ海域と
中近世の日本」（『日本史研究』583号）など
を発表し、中近世の日本を訪問したヨーロッ
パの人々の行動やその日本観察などについ
て検討した。城下は、担当分野に関する先行
研究・資料収集を行った。資料については、
京都市役所と京都府歴史資料館を訪問・調査
した。山崎と浅野は、同様に担当分野に関す
る先行研究・資料調査を行った。さらに連携
研究者の海原は、福井（4月）・長野（7月）・
富山（3 月）に出張して資料調査を実施し、
それぞれの場所に残された旅行者の旅行記
（江戸時代、原文書）その他を閲覧・撮影、
旅行者の目を通してみた京都に関する記述
を収集した。 
 つづく 2011 年度は、研究会を重視した活
動をおこなった。具体的には、4月、5月、6
月、8 月、10 月、11 月に、計 6 回にわたる
研究会を開催し、各自のテーマについて報告
をおこない、報告質疑・討論。また、先行研
究を取り上げて輪読会を持ち、先行研究の成
果と問題点につき議論を繰り返した。その他、
実地調査の過程で発見された史料について
もそれぞれ紹介、その内容について議論した。 
 個別の成果としては、代表者・三枝が単
著『比叡山と室町幕府―寺社と武家の京都支
配』（東京大学出版会、2011年）を執筆した。
ここでは観光都市化していく以前の首都京
都が、どのような権力構造のもとにあったの
か、特に寺社に組織された諸集団の動向に着
目しながら論じている。ここで示した権力構
造の瓦解と寺社の有した諸権益の喪失の先
に、寺社参詣の盛んとなる近世京都の観光都
市化がすすんだのである。その近世京都につ
いては、「書評：杉森哲也著『近世京都の都
市と社会』」を『史学雑誌』第 121 編第２号
において発表していく過程で、杉森氏の著作
に学び、手工業都市京都の階層性をおびた都
市社会について検討した。さらに、東京大学
にて開催された都市史研究会シンポジウム
にて、「天正・慶長の大地震と京都改造」と
題する報告をおこない、観光都市京都の形成
の起点ともなった秀吉の京都改造が、２つの
大地震のはざまにおいて進展していったこ
とを明らかにした。分担者では、伊川がベル
ギーで開催された、International Workshop, 
Tribute, Trade, and Smuggling にて、The 
Concrete Image of Smuggling Trade in 
16th Century East Asia と題する報告を行
った。また、連携研究者の海原は、共著『新
横須賀市史通史編近世』（横須賀市、2011年）
を分担執筆し、伊勢参宮・西国巡礼に関する
史料を紹介するとともに、当該地域における
観光活動の具体像を明らかにした。さらに、



長野（7月）・福岡（11月）・東京（12月）・
愛知（3 月）へ出張し、原文書の閲覧・撮影
を通じて、当該期の人びとが京都をどのよう
に把握・理解したか、意識面を含めた考察を
おこなう素材の収集に取り組んだ。一方分担
者の城下は、引き続き担当分野に関する資料
収集・読解を行った。資料については、京都
府歴史資料館を訪問・調査した他、調査地域
の住人へのヒアリングを行った。この他、国
会図書館等でも地図を中心に史料閲覧・複写
を行った。 
 2012 年度は最終年度であるため、各自の
研究成果の総括を重視して、研究会の開催を
6 月・2 月の 2 回にとどめ研究の総括をおこ
なった。 
 個別の成果としては、代表者・三枝が論文
「天正・文禄の大地震と京都改造」をまとめ、
都市史研究会編『年報都市史研究 20 危機と
都市』に掲載された。また、大阪歴史科学協
議会 12月例会にて、「中世後期京都の都市社
会―身分と社会集団」と題する報告を行い、
さまざまな諸階層・諸集団の形成する中世後
期段階の京都の社会構造について検討した。
また分担者山崎は、植民地満州を対象とした
研究を進め、国内外の史資料館での史料調査
を実施した。そして当地で日本人により作ら
れた様々なアメニティー（競馬場、ゴルフ場、
温泉、桜並木、鵜飼など）が、観光アイテム
としてどのような役割を果たしたのかにつ
いて分析を行った。結論としてこれら人為的
に作られた観光アイテムが、戦跡や自然美と
相まって、魅力的な観光ルートを形成してい
たこと、多くの日本人が内地から満州を観光
しに訪れていたことを明らかにした。伊川は、
'The Encounter between Europe and 
Japan', ACTA ASIATICA,103号、「大英図書
館所蔵史料からみる近世の大坂」『東京大学
日本史学研究室紀要別冊「中世政治社会論
叢」』の執筆をしたほか、カナダ・モントリ
オール他で開催された海外学会にて報告を
行った。このように、伊川は外国使節がしば
しば関西を含む日本を訪れた中近世移行期
の研究を推進し、その背景、港町などが果た
した役割などを解明した。これらの成果は本
研究の研究会のほか、国内外における学会等
においても発表されている。城下は、第二次
世界大戦前後の京都の都市構造について、京
都への観光客等の流入の状況と宿泊施設の
数、宿泊施設の地域特性の状況と変化に関し
て明らかにする投稿論文の執筆を行い、投稿
中である。また、連携研究者の海原は「書評 
塚田孝編『身分的周縁の比較史』」『市大日本
史』第 15 号を執筆、都市社会構造の分析に
関する研究史上の到達点と、方法論上の課題
について論究した。 
 以上のような調査・研究の結果、分担者各
自が、それぞれのテーマに基づいて、史料収

集や研究史上の課題整理など、基礎的な作業
を積み重ねることができたこと、また、研究
会の開催を通じそれらの情報を共有しなが
ら比較・検討できたことは、大きな収穫とな
った。さらにこうした作業や議論の成果を、
学会発表や、論文・著書の執筆に昇華させて
いくことができたことも重要な成果である。 
反面、当初の目的とした観光都市京都の社会
構造の復元・検討を核心にふれるかたちで展
開していくこと、あるいは各自の成果を統合
し、観光都市京都の歴史的特質を通時的に把
握・理解していくことは、必ずしも十分に行
えなかった。今後も、本研究における課題設
定と成果を共有しながら、観光論と社会構造
論とを接合させ、都市史研究をすすめていき
たいと考える。 
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